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研究要旨

研究目的
日本赤十字社が実施する供血者を対象とした量的・

質的調査を通じて、献血の促進及び阻害因子への理解
を深め、効果的な献血推進に関する研究に資すること

研究方法
献血推進広報効果調査インターネット調査として、

対象エリアは全国から 16 歳から 69 歳の男女 6,194 人
から回答を得た。献血行動についての調査と 2015 年
度の広報施策認知度について調査し、献血の促進及び
阻害因子に関する分析を試みた。

（倫理面への配慮）
該当なし

研究結果
１．献血に行かなくなった理由（図 1 参照）
＜対象者 (1,920 人 )：献血経験者で昨年献血に行かな

かった人＞
「条件が合わなかった」「場所や時間が合わなかった」

が行かなくなった理由の上位。
献血経験者で昨年献血に行かなかった人の「行かな

くなった理由」は、「献血できる条件が合わなかったか
ら」が 30％と最も高くなっている。次いで、「献血で
きる場所や時間が合わなかったから」が 25％で続く。

「特に理由はない」という方も 23%と高い。
性年代別でみると、男性よりも女性で「献血できる

条件が合わなかったから」( 男性 23％、女性 38％ ) が
高くなっている。

日本赤十字社が実施する供血者を対象としたインターネット調査等を通じて、献血の促進及び阻害因子への理解を深
め、効果的な献血推進に関する研究に資することを目的とする。「献血推進 2020」への取り組みにかかる基本的な考え方
をアンケート調査の結果を通じて、献血の促進及び阻害因子に関する分析を試みた。
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「献血できる場所や時間が合わなかったから」が 20
代男女・30 代男性が高い。

２．献血に行ったことがない理由（図 2 参照）
＜対象者 (3,056 人 )：献血未経験者＞

30 代以下で「怖い、痛そう、副作用が不安」という
意識が強く、献血への不安感が大きい。

献血未経験者の献血に行ったことがない理由をみる
と、「針や採血が怖い、痛そう、副作用が不安だから」
が 29％でトップ。次いで、「調べたら、献血できる条
件が合わなかったから」(18％ )、「献血できる場所や時
間、条件などが分からないから」(11％ ) の順。

男女ともに 30 代以下の若年層では「針や採血が怖い、
痛そう、副作用が不安だから」が 3 割以上と高くなっ
ている。また、「調べたら、献血できる条件が合わなかっ
たから」は女性で 25％と高く、男性との差は 3 倍近い。

３．2015 年度の広報施策認知度：全体ベース（図 3 参照）
＜対象者 (6,194 人 )：全員＞

「はたちの献血」の認知度は 63％で突出している。「け
んけつちゃん」の認知は 3 割。

2015 年 〜 2016 年 の 施 策・ イ ベ ン ト・ 広 報 物 の
認知度を全体でみると、「はたちの献血」の認知度が
63％と最も高くなっている。次いで「けんけつちゃん」
(31％ )、「Power of 献血」(28％ )、「LOVE in Action プ
ロジェクト」(23％ ) が上位にあがる。

性年代別でみると、「はたちの献血」は男性よりも女
性に認知されている。また、男女ともに 20 代以下で各
施策・イベントなどの認知が高くなっている。

一方で、「10 代では献血セミナー」からの認知率が
他の世代に比べて比較的高い。
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４．学校における献血に触れ合う機会の受入れについて
	 （図 4 参照）

平成 24 年から 5 年続けての「学校における献血に触
れ合う機会の受入れについて」の通知が行われている。

献血の阻害因子となっている献血の必要性や場所の
認識を高めていくためには、学校教育に踏み込んだ献
血思想の普及が重要であることが今回のインターネッ
ト調査から分析できた。

５．広報施策接触後の行動：昨年献血経験者ベース
	 （図 5 参照）
＜対象者 (1,218 人 )：最近 1 年間献血経験者＆各広報

内容・広報物認知者＞
「ドキュメンタリームービー」「アンパンマンのエキ

ス」は検索行動、情報発信行動を喚起。
昨年献血経験者の広報内容・広報物接触後の行動を

みると、『献血ドキュメンタリームービー「エール」』
『ありがとう！っていっぱい言わせて ( アンパンマンの
エキス )』認知者では、「スマートフォンや携帯電話で、
献血やキャンペーンに関する情報を調べた」「家族・友

人と献血やキャンペーンについて話した」「SNS やブロ
グに書き込みをした」という行動率が高くなっている。

「献血会場に行った」は『LOVE in Action プロジェク
ト』からが 13％と最も高い。また、認知の高い「はた
ちの献血」は行動喚起が弱い傾向にある。

 
考察

献血経験者で献血に行かなくなった理由に「条件が
合わなかった」「場所や時間が合わなかった」が行かな
くなった理由の上位を占めた。献血未経験者で、献血
に行ったことがない理由として、30 代以下で「怖い、
痛そう、副作用が不安」という意識が強く、献血への
不安感が大きい。

「針や採血が怖い、痛そう、副作用が不安だから」が
29％でトップ。次いで、「調べたら、献血できる条件が
合わなかったから」(18％ )、「献血できる場所や時間、
条件などが分からないから」(11％ ) の順であることが
確認できた。一方で、献血経験者の「ドキュメンタリー
ムービー」「アンパンマンのエキス」は検索行動、情報
発信行動を喚起することが解り、輸血を受けた患者さ
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んの声を伝えることが、献血者の献血行動促進につな
がることが調査から判断できた。

結 論
若年層の献血推進は喫緊の課題として、国の中期目

標が平成 17 年から立てられ、様々な施策が行われてき
た。

今回の調査から得られたことは、広報施策認知度の
中で「10 代では献血セミナー」からの高校生の献血意
識に関する調査認知率が他の世代に比べて比較的高い
ことが解った。

高校生の献血意識に関する調査　（竹下明裕ら）が
行ったデータからも、学校で献血に関する授業や血液
センターが出張して行われるセミナーを受けた記憶の
ある高校生は全体で 9.0%、記憶のない者は 89.9% で
あった。献血経験のある群では記憶のある高校生は
21.8% で、ない群の 7.6% を上回った（p ＜ 0.0001）（Fig. 
2E4）。一方，47.1% の高校生が献血に関する授業やセ
ミナーの受講を希望していた１）。

また、日本赤十字社が平成 27 年 12 月 3 日〜平成
27 年 12 月 16 日に行った初回献血者対象の「献血に
係るアンケート調査結果」を行った。

◆全体で 6,363 人であり、10 代（57.2％）、20 代
（25.3％）となり全体の 80％以上を占めていた。
（献血への動機について）

高校生（2,466人）、大学・専門学校生（1,442人）であっ
たこともあり、①献血バスが学校にきたから（1,453
人）、②献血可能年齢になったから（1,113 人）、③友
達から誘われた（993 人）という結果であった。

（献血の認知について）
献血セミナー（1,402 人）、②献血会場内の告知（1,330

人）、③テレビ（859 人）から知ったという結果であった。
これらの調査から、高校生への献血セミナーを実施

することが、献血行動へ極めて有用であることが判明
した。

学校教育へ「献血」の大切さを伝える「献血セミナー」
が継続できるよう、関係省庁・関係機関と連携を強化
することが重要である。

「献血」の授業が増えることにより、献血に触れ合う
機会が高校生等を中心に、啓発されることが LOVE in 
Action 等の広報活動とクロスして、若年層の献血基盤
の確立へ繋がると考える。

そして、出来る限り献血セミナーを実施するにあた
り DVD やスライド等の教材を「小学生用」「中学生用」

「高校生以上」等に分類し、教員へ提供できるような献
血教育の教材作りを図る必要がある。

学生献血推進ボランティアやライオンズクラブ等の
献血推進団体の方々と連携を図りながら、献血セミナー
の実施回数を増やして、若年層の自発的なボランティ
ア行動に導くためにも献血推進協議会や関係機関と連
携を図り、献血行動へ繋げたい。
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